
～九州地方における防災分野の取組事例を紹介～

日時：平成31年2月7日（木）13：30～16：45（受付開始：13時）
会場：鹿児島県市町村自治会館(鹿児島市鴨池新町７−４)
定員：８０名（参加無料/要事前申込）

申込方法：専用ページ（時事通信社ホームページ）からお申込みください。
URL:https://jiji.smartseminar.jp/public/application/add/290

申込期限：平成31年2月5日（火）18:00まで
問合せ先：096-326-7309（九州総合通信局 情報通信振興課）

※本セミナーはペーパレスで行います。開催日の3営業日前をめどに講演資料のダウンロード用URLを
メールでお送りします。お持ちのPC、タブレット等への保存、もしくは印刷の上、当日ご持参願います。

プログラム

●開会挨拶 13：30～13：35 総務省九州総合通信局 局長 森 孝

●総務省説明① 13：35～14：05

｢ICT/IoT/AI/RPA実装に向けた総務省の取組｣

総務省情報流通行政局 地方情報化推進室 室長 松田 昇剛

●総務省説明② 14：05～14：25

｢九州におけるIoT実装の推進｣

総務省九州総合通信局 情報通信振興課 課長 松下 邦裕

●講 演 14：35～14：55

｢防災・減災とオープンデータ｣

総務省地域情報化アドバイザー
株式会社ローカルメディアラボ 代表取締役 牛島 清豪 氏

●事例紹介① 14：55～15：15

｢災害対応工程管理システム“ＢＯＳＳ”の概要と今後の展開について｣

熊本県 危機管理防災課 課長補佐 大村 克行 氏

●事例紹介② 15：15～15：35

｢平常時においても利活用可能なIoT×G空間情報防災支援システムの構築事業｣

糸島市 総務部危機管理課 主事 田中 良一 氏

●パネルディスカッション 15：45～16：45

（ショートプレゼンテーション）
｢九州におけるICT基盤整備～防災の観点から～｣

鹿児島大学 学術情報基盤センター 教授 升屋 正人 氏

（パネルディスカッション）
｢地域における防災・減災につながるICTの利活用｣

コーディネーター：総務省情報流通行政局 松田 昇剛
パネラー：①升屋 正人 氏、②牛島 清豪 氏、③大村 克行 氏、④田中 良一 氏

主催：総務省九州総合通信局、一般社団法人九州テレコム振興センター
後援：国土交通省九州地方整備局（予定）、鹿児島県、全国商工会連合会

九州地方におけるIoT実装推進を図るため、｢防災｣をテーマとした
セミナーを開催します。関連施策の説明や優良事例の紹介、関係者に
よるパネルディスカッション等を実施し、実装に向けた課題や方策の
意見交換を図ります。


